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み とさくらの まき じょうほく しろさと し えん

　水戸桜ノ牧高常北校では、地元の城里町の支援をい
ち いき れんけい

ただきながら、学校と地域が連携した事業を行ってい
じっ し

ます。毎年６月に実施している「さわやかマナーアッ
しょく

プ運動」もその一つです。城里町内の交差点に、城里町長や町役場職
いん かさ ま けいさつしょ

員、笠間警察署員、城里町がホームタウンの水戸ホーリーホックスタッ
いっしょ けいはつ

フ、町立常北中学校の生徒や教職員のみなさんと一緒に交通安全を啓発
ゆうしゅう そ

するイベントです。本校生が考えた「交通安全標語」の優秀作品を添え

たポケットティッシュを信号待ちの車や歩行者に配りながら、安全運転
じ こ ぼう し よ

や交通事故防止を呼びかけています。
ふ

　交通安全の呼びかけやボランティアに何度か参加し、地域の方々と触

れ合う機会をもつことができました。これらの交流を通して、常北校の
みりょく もりしま る い

魅力を地域に伝えられればいいと思います。 （２年　森島琉生）

自然豊かな景色を味わいながら、
自転車で走る生徒たち＝城里町内

み とさくらの まき じょうほく よ

　水戸桜ノ牧高常北校には「ツール・ド・常北」と呼
かいさい

ばれる名物行事があります。毎年�月に開催され、全
しろさと りんせつ ひ た ち おおみや めぐ

校生徒が地元の城里町から隣接する常陸大宮市を巡る
しっそう

約�㌔のコースを自転車で疾走します。コースには出ずに学校でサポー
にな いっしょ

トを担う生徒は、家庭科の先生と一緒に軽食（地元産のサツマイモを使
いも じゅんび れき し ほこ でんとう ち いき

った焼き芋）を準備します。�年以上の歴史を誇る伝統行事で、地域の

秋の風物詩にもなっています。
さわ

　「ツール・ド・常北」は、自転車でしか味わえない爽やかな風を感じな
ゆた け しき うつ

がら、地域の様子や自然豊かな美しい景色を見たり、季節の移り変わり

を感じたりできる大好きな行事です。完走後は、ほくほくの焼き芋を味

わいながら、秋を感じています。体はきついけれど、今年は最後の「ツ
ぞんぶん なかざわあき な

ール・ド・常北」を思う存分楽しみたいと思います。（３年　中澤明菜）

◆校　長　秋山克巳

◆生徒数　�人

◆創　立　２０１３年

◆住　所　城里町春園１６３４
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吉田百莉奈 西野彪雅

み とさくらの まき じょうほく

　水戸桜ノ牧高常北校は、
しろ

水戸市の北部に位置する城
さと ゆいいつ

里町にある県内唯一の分校
ざいこう

です。在校生、先生方、そ
きんりん

して近隣の方々からも「常
よ ち いき

北校」と呼ばれる地域に根
き ぼ

ざした学校です。生徒数は�人とかなり小規模ですが、
かき ね

さまざまな行事などを通じて、全校生徒が学年の垣根を
こ

越えて仲良く交流しています。

めずら

　今年の９月から県立高校では珍しい、城里町の協力に
せい

よる希望制の給食がスタートしました。また、文部科学
ディーエックス すいしん

省による高等学校ＤＸ加速化推進事業（ＤＸハイスクー
さいたく

ル）に採択され、最新の機器を利用した「デジタル課外
こう き

活動」も始まりました。そこではほかにはない知的好奇
しん し げき こう ぎ

心を刺激される講義を受けることができます。
でんとう

　分校となって�年、かつての常北高校�年の伝統の上
れき し きざ

に、新たな「常北校」としての歴史を刻んでいます。
よし だ ゆ り な にし のひゅうが

（２年　吉田百莉奈、１年　西野彪雅）
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み とさくらの まき じょうほく そう

　水戸桜ノ牧高常北校のボクシング部は、全国高校総
たい かつやく かく ぎ

体（インターハイ）などでも活躍しています。格技場
せつ び じゅう

はボクシングのリングやサンドバッグなどの設備が充
じつ みりょく ゆいいつ

実しているのが魅力です。県内ではリングがある唯一

の高校で、２０１９年の茨城国体では会場にもなりました。
はげ わたし

部員それぞれが目標に向けて練習に励んでいます。私

はボクシング部ただ一人の３年生で、活動の集大成として、８月に佐賀
かいさい

県で開催されたインターハイに出場することができました。
じっさい こわ

　会場を実際に自分の目で見たときは正直、怖い気持ちになってしまい
へいじょうしん のぞ

ました。しかし、ウオーミングアップを通じて、平常心で試合に臨むこ

とができました。勝つことこそできませんでしたが、３年間部活をやり

切ったことに対する達成感が試合の後にこみ上げてきました。部活動を
ふき の そう た

通して自分に自信を持つことができました。 （３年　吹野颯太）
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